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岩倉高等学校　
理化部顧問    水上 光市 先生
理化部 1 年生   飯塚さん(運輸科)、 大嶋さん(運輸科)

























































































































































































【印        刷】
株式会社石井印刷
武内：大学入学が決まってすぐにサークル探しを始めた
のですが、鉄道研究会はホームページを持っていて、掲載
されている集合写真の様子から数人の女性会員がいるこ
とは入会前から把握していたのですが、やはり最初は緊
張しましたね。特に私は社会人学生としての入学だったの
で、事前にメールなどでも問い合わせていました。新歓の
日は先輩の方々から歓迎していただき、最初は1年生唯
一の女性会員だったので少し浮いた存在でしたが、私の
方から男性会員の話題に合わせるように心がけて、徐々
に仲良くなれたと思います。
mina：入る前から女性が少ないと聞いていたので世間
体などを気にして躊躇いましたし、今でも他の場所での
知り合いに鉄道研究会に所属していることを話すのは少
し抵抗があります。
男性と話すことにそこまで抵抗がないので、活動にお
いて特に不自由を感じたことはありません。ただ、合宿の
際に女性の参加者が私一人だったことがあり、幹事が宿
に取り合って一人部屋を用意してくれたりと気遣いしてく
れて申し訳なくなることはありました。
武内：増えていると感じます。ただし男性のように鉄道
そのものに興味を持つより、鉄道を利用した旅行や観光
列車などに対するファンがほとんどだと思います。実際、
地方の観光列車に乗車すると女性グループでいっぱいと
いうことは多いですね。ただ、早稲田祭で発車メロディ体
験コーナーというものがあるのですが、これが女性に大
人気だったのが印象的です。最近ではご当地メロディを
導入する駅もあるので、鉄道会社の皆さまはぜひPRして
欲しいですね。
武内：鉄道趣味は男性だけの世界ではありません。最近
は女性の鉄道員さんも多くなり、鉄道における女性の目
線がとても大切になっています。学生の皆さんはぜひ鉄
道研究会で自分の「好き」の世界を広げてみてはどうで
しょうか？
mina：私も元々入会に抵抗があったので抵抗があるの
もとてもよくわかりますが、趣味を隠すことなく話せる相
手ができるのはとても楽しいと思います。入会して同じ
趣味を持つ者同士集まったからこそできた経験もあるの
で、一度顔を出すだけでも出してみればいいんじゃない
かなと思います。
女性の方は少ないと聞きますが、
入会されるときは気になりましたか？
女性鉄道ファンは増えていると
感じることはありますか？
鉄道研究会に興味のある高校生、
大学生や鉄道ファンの女性たちへ
のメッセージをお願いします。
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鉄道に関する知識が豊富というわけではないので、入会
したからこそ得られた知識などもたくさんあります。
川崎：私は鉄道に乗ることがメインの旅行、いわゆる乗
鉄の活動がメインです。乗鉄の活動として個人的に楽しん
で行っているのが計画をです。時刻表を眺めながら今回
はどこの路線を使ってみようかとか、どんな切符を使って
旅行しようかなどを考える時間がけっこう楽しかったりし
ます。旅行中に、駅弁を食べたり、景色を眺めたり、音楽
を聴いたり、写真を撮ったりと、車内で思い思いの時間を
過ごせるのも乗鉄の魅力だと思います。
